
令和2年度取組状況

ものづくり工学科　　 　医療福祉工学コース 准教授 青代 敏行

教育

研究

社会貢献

取　組　状　況
1. オンライン授業におけるアクティブラーニング
オンデマンド型授業コンテンツに対して追加情報の提示や解説をリアルタイム
で書き込みながら，学生に意見を投げかけて授業の導入や考えを深めるアク
ティブラーニングを試みた．授業導入時に学生の理解度や演習課題の進捗状
況が把握でき，そのまま授業展開できるためオンライン授業として有効な手段
であった

2. エンジニアリングデザインの要素を取り組んだグループ設計製作課題の実施
コロナ感染予防を題材とした新しい器具の設計課題をグループワーク形式で実
施した．また利用者の立場，技術的観点から簡単な疑問等を学生に提供し，時
にグループの枠を超えて議論展開できる場を設けた．学生たちはグループで設
計構造解析を交えながら，新規問題を解決するモノの試作モデルを完成させる
ことが出来た．

1. 科研費基盤研究(C)
「手指リハビリテーション支援機器における促通反復療法の実現」，令和2年度
～令和4年度，研究代表者として従事

2. 日本医療研究開発機構，医療分野研究成果展開事業先端計測分析技術・
機器開発プログラム，「局所温度制御とノンファウリング技術により人工肺の耐
久性と生態的合成改善を目指す新規高機能人工肺の開発研究」，令和2年度
～令和4年度，研究開発分担者として従事

1. ライフサポート学会評議員
2. コロナ感染症拡大予防を考慮した小中高生向け講座の企画模索
他機関で実施されたオンライン講座について，実施内容と方法を調査し，小中
学生向けオンライン公開講座の調査を行った．そのうえで，IoT，AIなどを用いた
講座企画を検討した．


